
「 リ ビ ン グ リ テ ラ シ ー 向 上 プ ロ グ ラ ム 推 進 事 業 」 の 概 要 

 
■経緯                    

＜住教育の課題＞ 生活の基本である衣食住の

うち、学校の家庭科等の内容は衣食が中心であり、

住に関する教育は積極的に実施されていない状

況です。また、使用されている教材についても、

本県の住環境の特性が十分に反映されたものに

なっていません。 

＜一般生活の課題＞ ①耐震化の敬遠、②自治会

活動への無関心、③新築や持ち家志向、④空き家

問題等、ライフスタイルに応じた住宅や住まい方

を選択する能力が不足していることによる弊害

が表れています。 

＜県計画への位置付け＞ 青森県住生活基本計

画（平成 29 年 3 月改定）に、「ライフスタイルに

応じた住生活を実現するリビングリテラシーの

醸成」を目標の一つとして位置付けています。 

＜事業化＞ 平成 29～30 年度の県重点事業とし

て、県民一人ひとりが将来にわたりより良い住ま

いと住環境で暮らしていくため、学校における住

教育や県民に対する情報提供等を実施し、県民の

リビングリテラシーを向上させることにより、青

森県の未来をつくる人財を育成し、豊かな住生活

の実現及び安全安心な住環境の形成を図ること

を目的として、リビングリテラシー向上プログラ

ム推進事業を実施しています。 

 
■事業概要                  

＜１樹幹形成＞ 

○検討委員会の設置： 大学、高専及び研究機関

等で構成する「青森県住教育学習指針等検討委員

会」において、住教育学習内容、住教育副読本編

集方針、出前授業実施内容等について検討 

○ワーキンググループ（WG）の設置： 教育庁及

び総合学校教育センター等教育部局、小中学校及

び高等学校の家庭科担当教員で構成する「住教育

検討 WG」において、学校での住教育の実施内容等

について調査、検討 

○指針の策定： 検討委員会及び WG における検

討を経て、平成 30 年 3 月「青森県住まい・住環

境学習指針」を策定 

＜２巣立ちプログラム＞ 

○住教育副読本の作成： 検討委員会の方針や意

見を踏まえながら、住教育検討 WG において内容

を検討、平成 31 年 3 月までに製本、県内各学校

に配布する予定 

【特徴①】小学校・中学校・高等学校編を合冊 

 

 
【特徴②】本県の気候や風土、住宅の特徴を反映 

 



【特徴③】ワークシートとしても活用可能 

 
○住生活出前授業の試行： 住教育検討 WG にお

いて、家庭科教員による研究授業や実際の授業で

出前授業を試行 

【小学校】「そうじの仕方を考えよう」 

【中学校】「家庭内の空気汚染を減らそう」 

 
  
 
 
 
 
 
 

協力企業：東洋建物管理(株) 

 

【高等学校】「自分にあった住まいの選び方」 

  
 
 
 
 
 
 

協力団体：青森県宅地建物取引業協会 

 
 
 

【高等学校】「ライフステージに応じた住まい」 

 

 

 

 

 

 

 

 

協力企業：蟻塚学建築設計事務所 

 

＜３止まり木プログラム＞ 

○県民向けリーフレットの作成 

青森県での住生活に必要な基礎知識について理

解を深めるリーフレットを作成（予定） 

○県民向け学習機会の内容検討 

様々な世代の県民の方々が住生活に対する意識

の向上や理解の増進を図るための学習機会（住生

活学習イベント）を検討 

 
■今後の展開（予定）             

 これまでの取組を活かし、①さらなる住教育の

充実、②継続のための体制づくり、③県全体への

波及を図るため、「リビングリテラシー波及促進

事業」を進めていきます。（31 年度から 2 か年） 

○住生活出前授業の実施・プログラムの充実 

これまでの試行プログラムを実施するとともに、

協力団体・企業を増やし、新たなプログラムの作

成すること等により、出前授業の充実を図ります。 

想定テーマ： 居住環境（明るさ・温度・音等の

測定機器使用）、住宅の維持管理・耐震・省エネ、

防災、健康、まちづくり、住み替え、住宅ローン 

○住教育副読本を活用するための取組 

青森県住まい・住まい方読本を補足する情報提供

等のため、県のホームページに住教育支援サイト

を開設します。 

○住生活学習イベント 

1 年目は、楽しい団らんのための空間づくりや住

まいの安全と清潔などをテーマに「親子で学ぶ住

まいの教室」を開催します。 

 
■ご意見・ご要望 連絡先           

青森県県土整備部建築住宅課住宅企画グループ 

E-mail：kenju@pref.aomori.lg.jp 

Tel：017-734-9695／Fax：017-734-8197 

リビングリテラシーの向上に意識を向けましょう！ 


